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福祉医療費助成制度の H30.4再構築（老人＆障がい関係）の実績について 

 

 

１．H30.4再構築の内容（老人＆障がい関係） 

（１）精神障がい者・難病患者への対象拡大 

①精神障がい者：精神障がい者保健福祉手帳１級所持者に対象拡充 

②難病患者：特定医療費（指定難病）・特定疾患医療受給者証所持者で障がい年金１級（ま

たは特別児童扶養手当１級）該当者に対象拡充 

【精神病床への入院の取扱い】 

精神医療の現場の専門家の意見や精神病床入院患者の入院実態などから、入院期間の限

定など様々な課題について検討した結果、平成 30 年 4 月の再構築では助成対象外とし、

今後、精神障がい者の地域移行を充実・強化しつつ、引き続き検討。 

 

 

（２）訪問看護ステーションが行う訪問看護（医療保険分）への対象拡充 

 

 

（３）老人医療との整理統合 

重度障がい者・ひとり親家庭医療対象となる者以外の老人医療対象者は対象外。経過措

置期間を設定（～R3.3.31）。 

 

 

（４）一部自己負担額の変更 

① 院外調剤について自己負担を導入 

② 1医療機関等当たりの月の負担日数上限（月 2日限度）を撤廃のうえ、入院・入院外そ 

れぞれ 1医療機関等あたり 1日 500円以内を維持。 

③ 月額上限額（2,500円）については、3,000円までの引き上げにとどめて、制度の持続 

性を確保。 

   

※月額 3,000円を超えた金額をあらかじめ登録された対象者の口座に自動的に振り込む 

「自動償還」制度を各市町村の判断において導入。府はシステム改修の補助など側面的に

支援を実施。 
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２．償還払いの実施状況（老人＆障がい関係） 

 

 

一月あたり償還件数、償還金額 

 

●老人医療（全体） 

      

●重度障がい者医療（全体） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度（Ｈ29.1～12）

老人医療（全体）

償還件数 7,416件

償還金額 7,363,154円

償還金額/償還件数 993円

平成30年度（H30.4～H31.3）

老人医療（全体）

償還件数 149,250件

償還金額 270,390,342円

償還金額/償還件数 1,812円

平成29年度（Ｈ29.1～12）

重度障がい者医療（全体）

償還件数 3,766件

償還金額 4,401,565円

償還金額/償還件数 1,169円

平成30年度（H30.4～H31.3）

重度障がい者医療（全体）

償還件数 190,977件

償還金額 352,203,048円

償還金額/償還件数 1,844円
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３．対象者の受診動向  

〇老人医療・障がい者医療の一人、レセプト 1件あたり 

 

 H28 H29 H30 

入院 自己負担額 966 円 971 円 2,734 円 

日数 20.0 日 19.7 日 19.7 日 

総医療費 583,919 円 587,274 円 598,060 円 

通院 

（歯科含む） 

自己負担額 625 円 623 円 797 円 

日数 2.7 日 2.6 日 2.6 日 

総医療費 40,508 円 40,116 円 40,404 円 

調剤 自己負担額 ０円 ０円 670 円 

日数 1.7 日 1.7 日 1.6 日 

総医療費 24,817 円 23,862 円 23,000 円 

 

 

 

〇老人医療・障がい者医療の一人、１か月あたり 

 

 H28 H29 H30 

入院 自己負担額 109 円 110 円 310 円 

日数 2.3 日 2.2 日 2.2 日 

総医療費 65,753 円 66,309 円 67,733 円 

通院 

（歯科含む） 

自己負担額 994 円 1,002 円 1,274 円 

日数 4.3 日 4.３日 4.３日 

総医療費 64,423 円 64,532 円 64,558 円 

調剤 自己負担額 ０円 0 円 568 円 

日数 1.4 日 1.4 日 1.3 日 

総医療費 20,822 円 20,381 円 19,505 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再構築後 再構築前 

再構築後 再構築前 
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４．主な制度拡充分の状況  

（１）訪問看護利用者 

 

 件数 市町村助成額 

平成 30年度実績 

（H30.4～31.3診療分） 
（月平均）4,334件 （年間実績額）587,573千円 

平成 31年 3月実績 

（一カ月分） 
4,783件 55,128千円 

 

（２）精神障がい者保健福祉手帳１級所持者 

 

 人数 市町村助成額 

平成 30年度実績 

（H30.4～31.3診療分） 
（月平均）2,943人 （年間実績額）203,729千円 

平成 31年 3月実績 

（一カ月分） 
3,202人 21,141千円 

 

（３）特定医療費(指定難病)・特定疾患医療受給者証所持者 

かつ障がい年金（または特別児童扶養手当）１級該当者 

 

 人数 市町村助成額 

平成 30年度実績 

（H30.4～31.3診療分） 
（月平均）16人 （年間実績額）2,023千円 

平成 31年 3月実績 

（一カ月分） 
26人 177千円 

 

５．老人医療経過措置の状況 

 

 人数 市町村助成額 

平成 30年度実績 

（H30.4～31.3診療分） 
（月平均）38,814人 （年間実績額）3,068,422千円 

平成 31年 3月実績 

（一カ月分） 
35,816人 266,157千円 

 

６．精神障がい者の地域移行の状況 

 

 「長期入院精神障がい者退院促進事業」 

   事業目標：在院期間１年以上の寛解・院内寛解患者（730人）の退院 

（平成 28年 6月時点） 

    実    績：退院 227人、転院 55人、死亡 47人 

（平成 31年 3月 31日時点） 

 


